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研究トピックス： 

大規模災害の事前対策に関する地域住民との合意形成手法の構築 
研究の要旨： 

昨今、様々な自然災害が日本のみならず世界中で発生しています。災害が多発する国では、国が災害対策
基本方針を立て、それを基に地域では各地域の状況に基づいた災害対策基本計画を立てていることが多いで
す。 
例えば、感染症災害等への対応として、WHO の資金援助の下、多くの発展途上国においては、対策方針や

対策計画に基づいて感染症拡大予測システムなどを構築しており、国と地域間の医療情報ネットワークの構築と
災害対策の効率化を行っていたりします。 
 災害多発国の 1 つである日本でも、各地域に寄り添った計画が立てられています。日本における災害時の基本
的な援助の在り方としては、下の三つが良く挙げられています。 
 
 自助：自身の身は自身で守る 
 共助：公的な機関と住民が協力して、自身も含めた被災者等の援助を行う 
 公助：公的な支援により被災者等の援助を行う 
 
ただ、大規模災害時に、全ての住民に対して公的な救助や支援を提供するのは、人的にも経済的にも困難で

あり、特にこれまで経験のない災害に見舞われた際には、公助の適用も遅れる可能性を有し、共助も困難な場
合も存在します。そのため、災害直後の対応や、迅速な地域振興には、自助の力が大きな起爆剤となると言え
ます。 
しかしながら、最近の研究において、災害時の避難行動は、自身の経験に基づいて判断されることが多く、日頃

の災害教育等を通して得られた知識は軽視されがちであると報告されており、災害多発国であればあるほど、避
難等が遅れて被害が拡大するケースも多くなってきています。 
大学院では、様々な災害を対象に、地域住民の災害に対する意識の高さを、如何にして維持できるかにつ

いて、取得可能なデータを用いた様々なアプローチで皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。 
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